
玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会 
 

提訴1３周年 年次活動報告会 

冠木克彦 弁護団長 講演会 

2023年6月17日（土） アバンセ/オンライン 

プログラム 

■第一部 11:00～ 

 主催者挨拶 

 2022年度の活動報告 

 会計監査報告 

 役員紹介 

 

 

■第二部 13:30～ 

①講演「プルサーマルから13年、勝利にむけて 

     ～これまでの裁判の経過とあらまし～」 

    講師： 冠木克彦 弁護団長 
 

②玄海避難計画 自治体アンケート結果報告など：事務局 
16:00 終了予定 
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佐賀市伊勢町2-14 
TEL：090-6772-1137／080-5254-6866 

saiban.jimukyoku@gmail.com 
http://saga-genkai.jimdo.com/ 

玄海原発プルサーマルと全基を 

みんなで止める裁判の会 

 冠木克彦 弁護士 プロフィール 

かぶき かつひこ   自衛隊カンボジア派遣違憲訴訟、日の丸

君が代強制反対、不当労働行為裁判、中国人強制連行受難者

救済など平和・人権擁護のために奔走。2010年提訴の玄海

ＭＯＸ裁判から玄海原発裁判の弁護団長を務めている。

2021年12月4日、当裁判の会と同じ争点「基準地震動」で

争っていた大飯原発3・4号機の国の設置許可取り消し判決

を勝ち取った。 

2023/5/31 福岡高裁 



２ 

命とくらしを守るために 

原発のない社会を目指します！ 

 本日は、「提訴13周年年次活動報告会」にお越し頂きまして、誠にありがとうございます。 

 原告、支える会のみなさま、そしてこれまで連帯してきた全国のみなさまの支えで今日まで運動を続

けてくることができましたことを、心より感謝申しあげます。 

 東京電力の起こした原発事故で、原子力発電所が暴走すれば人の手には負えないこと、被害は広範

囲・超長期未来にわたること、自然環境を放射能で壊し、全てのいきもののDNAを傷つけくらしを奪

い去るものと思い知らされました。私たちの傍にある玄海原発でも、いつ事故が起きるかわからない

状況にもかかわらず、九州電力は「安全です」と広報するだけで、住民は安心して暮らせるはずがあり

ません。 

 使用済み放射性廃棄物は、電力会社が出した産業廃棄物です。これをこの先1万年とか10万年とか

未来の人々に押しつけるものです。無責任としか言えません。国と九電は未来を生きる子どもたちに、

この原発の抱える難題を説明し、了解を得るべきです。岸田政権はこのような日本の現状を解ってい

ながら、原発推進へのGX法を強行しました。正気の沙汰ではありません。 

 私たちの裁判闘争は、2010年から始まり14年目に入ります。原発が抱える危険性を佐賀地裁で「地

震、火山、配管、重大事故対策」を主な争点として闘ってきました。「玄海3号機MOX燃料使用差止裁

判」と「玄海原発再稼働差止仮処分」は"不当判決"で終了しました。現在、福岡高裁で「第６回行政訴

訟」「第７回全基差止め訴訟」の2つの口頭弁論を終え係争中です。控訴審では新たに「原子力避難計

画」を争点に追加し、稼働停止を求めて闘っています。 

 3.11は企業が起こした原発事故にもかかわらず誰も責任は取らず、原因も明らかにせず、被害を受

けた住民は踏みにじられてきました。この12年間、国民には事故の現状を知らされないまま、まるで事

故はなかったかのようになっています。私たちは、原発事故はある日突然起きる事、ひとたび原発事故

が起きれば、事故前のくらしを取り戻すことはできないことを住民の犠牲から学びました。この犠牲を

自分ごととして受止め、次世代の社会には原発のないくらしを実現したいと心から願います。 

 近年地震が頻発している日本列島です。問題山積の原発を動かすのは愚挙としか言えません。命と

くらしを守る方法は、原子力発電所を運転しないことしかありません。これからも、全国のみなさまと連

帯し、裁判闘争と伝える運動で原発の無い社会の実現を目指します。 今後ともこれまでと変わらぬご

支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。  

2023年6月17日 

玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会 

代表 石丸初美 



 

最近の活動記録 
玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会 

◆＝裁判関係など  ／敬称略 

【2017年6月～2018年5月】 

6月 

 10 提訴7周年年次活動報告会 

   ダニー・ネフセタイさん講演会 

13 ◆玄海3・4号機仮処分不当決定（佐賀地裁） 

16 ◆行政第14回口頭弁論（佐賀地裁） 

23 ◆玄海3・4号機仮処分抗告申立て 

7月 

 7 ◆即時抗告理由書提出 

26 九州電力本店交渉要請・質問書提出 

       （火山灰・コンプライアンスカード）  

28 ◆全基第22回口頭弁論（佐賀地裁） 

            意見陳述：松尾邦子 

8月 

 7 政府交渉（参議院会館）：火山灰など 

10 佐賀県知事要請・質問書提出（火山灰） 

9月 

3・4 避難訓練見学・監視行動（佐賀・福岡各地） 

   加唐島ポスティング 

 8 ◆全基第23回口頭弁論（佐賀地裁） 

            意見陳述：田口弘子 

15 ◆行政第15回口頭弁論（佐賀地裁） 

            意見陳述：伊福規 

28 唐津市長・伊万里市長要請（ヨウ素剤事前配布） 

10月 

  5 佐賀県知事要請・質問書提出（ヨウ素剤事前配布） 

11月 

 9 佐賀県知事要請・質問書提出（再稼働同意撤回） 

   副島・副知事が対応 

12月 

 1 ◆行政第16回、全基第24回口頭弁論（佐賀地裁） 

             意見陳述：亀山ののこ、野口春夫 

 2 第8回“反プルサーマルの日”行動 

  唐津市内ポスティング／佐藤和良さん講演会 

26 佐賀県知事要請・質問書提出（火山・神戸製鋼問題） 

 

2018年1月 

 9 九州電力要請・質問書提出（火山・神戸製鋼問題） 

24 政府交渉（参議院会館）（火山・避難） 

2月 

 8 玄海町長・唐津市長要請

 9 佐賀県知事・福岡県知事・糸島市長要請 

                  

【裁判に至るまでの主な動き】 
2004年 

5月28日 九州電力が玄海3号機プルサーマル申請 

2006年 

2月7日 古川佐賀県知事「プルサーマル安全宣言」 

3月26日 佐賀県知事「プルサーマル事前了解」 

10月3日～12月3日 「プルサーマル・大事なことは住民

投票で決めよう佐賀県民の会」、県民投票条例制定請

求署名活動。翌年2月佐賀県議会で否決 

2009年 

12月2日 プルサーマル営業運転開始 

 

【発足～2017年6月までの主な活動】 
2010年 

2月21日 「玄海原発プルサーマル裁判の会」発足 

8月9日 玄海3号機MOX燃料使用差止提訴

2011年 

3月11日 MOX裁判第2回口頭弁論（佐賀地裁） 

      東日本大震災・福島原発事故発生 

7月7日 玄海2・3号機再稼動差止仮処分申立（90人） 

12月27日 玄海原発全基停止提訴（178人） 

2013年 

7月12日 九電が3・4号機再稼働申請 

11月13日 玄海行政訴訟（被告：国）提訴（382人） 

2014年 

4月14日 佐賀県全20市町と福岡県17市町に質問要請

書提出（避難計画） 

7月18日 MOX裁判証人尋問（佐賀地裁） 

9月19日 MOX裁判結審（佐賀地裁） 

2015年 

3月20日 MOX裁判不当判決（佐賀地裁） 

４月３日 MOX裁判控訴申立て 

10月30日 全基差止裁判追加提訴 

2016年 

6月27日 MOX控訴審不当判決（福岡高裁） 

11月9日 国・規制委が玄海3･4号機審査書案了承 

2017年 

1月 18日 国・規制委が玄海3・4号機審査書決定 

3月7日 玄海町長が再稼働同意 

4月24日 佐賀県知事が再稼働同意 

３ 



16 玄海発電所前抗議行動（3号機燃料装填） 

3月 

 1 九州電力本店交渉要請・質問書提出（火山・神戸製

鋼問題） 

 6 佐賀県議会へ請願書提出（再稼働反対） 

8～14 第3回脱原発パネル展（佐賀アバンセ） 

19 佐賀県知事と九電佐賀支社へ要請・質問書提出（安

全神話リーフレット撤回問題） 

23 玄海発電所前と九電本店前抗議行動（3号機起動） 

   抗議文提出（受取拒否） 

   ◆行政第17回・全基第25回口頭弁論（佐賀地裁） 

             意見陳述：北川浩一、江藤真実 

27 九電本店へ再抗議 抗議文提出 

30 玄海3号機 配管穴あき蒸気漏れ事故発生 

4月 

2 九電本店へ抗議文提出（蒸気漏れ） 

  佐賀県知事と玄海町長へ要請質問書提出

6 九電本店へ再質問提出 

  佐賀県知事へ要請文提出（専門家意見聴取） 

9 政府交渉・署名提出（参議院会館）（蒸気漏れ） 

12 九電本店交渉・署名提出（蒸気漏れ） 

19 佐賀県知事へ要請書提出（蒸気漏れ） 

5月 

2 玄海4号機ポンプ事故発生 

9 九電抗議・要請書提出（4号機ポンプ事故） 

10 佐賀県知事へ要請・質問書提出（4号機ポンプ事故） 

26 提訴8周年年次活動報告会／冠木克彦弁護団長講演 

28 仮処分抗告審記者レク（福岡高裁） 

 

 

【2018年6月～2019年6月】 

6月 

  1 ◆行政第18回、全基第26回口頭弁論（佐賀地裁） 

     意見陳述：橋本加奈子、松村知暁 

11 九州電力本店交渉（蒸気漏れ、ポンプ事故） 

16 玄海発電所前抗議行動（4号機再稼働） 

    加部島ポスティング 

21 佐賀玉屋前街頭宣伝（4号機発送電再開抗議） 

27 九電株主総会／ 九電交渉相談会 

7月 

19 佐賀玉屋前街頭宣伝（4号機営業運転再開抗議） 

26 佐賀県知事へ要請・質問書提出（乾式貯蔵施設） 

8月 

  9 九電佐賀支社面談 

26 ＜講演＞東区から廃炉を考える会総会 

28 佐賀県政記者室にて会見（乾式貯蔵知事回答） 

29 ＜座談会＞鳥栖・たこ姫 

9月 

 2 再稼働阻止全国ネットワーク全国相談会参加（茨城） 

 6 唐津市長要請（同意権） 

 9 『裁判ニュース第27号』発行 

12～18 第4回脱原発パネル展（佐賀アバンセ） 

14 糸島市長要請（同意権） 

18 佐賀県議会要請（使用済燃料） 

28 ◆行政第19回、全基第27回口頭弁論（佐賀地裁） 

    意見陳述：荒川謙一、進藤輝幸 

10月 

5 伊万里市長要請（市長対応）（避難） 

19 九州電力本店要請（使用済燃料） 

20 ＜座談会＞福岡・病院職員 

29 ◆仮処分抗告審第2回審尋：プレゼン（福岡高裁） 

11月 

2～4 脱原発パネル展＠唐津くんち 

17 ＜講演＞福岡教育研究所学習会 

19 ＜講演＞社民党脱原発全国協議会 

21 ＜講演＞福岡女性団体交流会 

22 佐賀県知事選候補者アンケート 

24～26 ＜座談会＞壱岐島（3回） 

25 和白干潟まつり・パネル展示 

27 知事選アンケート結果公表・記者会見 

12月 

2 第9回“反プルサーマルの日“行動 玄海町ポスティング 

21 ◆行政第20回、全基第28回口頭弁論（佐賀地裁） 

    意見陳述：高木章次、山口明美 

24 小川島ポスティング 

28 佐賀県知事へ要請・質問書提出（危険区域問題） 

 

2019年1月 

12 避難訓練事前学習会 

20 『裁判ニュース第28号』発行 

25 避難訓練事前学習会（唐津） 

2月 

2 避難訓練見学・監視行動（佐賀・福岡各地） 

4 佐賀県知事、九電佐賀支社、玄海町長へ要請（乾式・リ

ラッキング） 

8 避難訓練反省会 

9 佐賀市ポスティング開始 

17 ＜座談会＞福岡教育総研・玄海フィールドツアー 

19 ＜座談会＞武雄市 

28 九州電力佐賀支社面談 

3月 

8 ＜講演＞佐賀県平和運動センター3.11集会 

10 ＜講演＞福岡・国際女性デー集会 

11 街頭スタンディングアピール（佐賀駅前） 

  ＜講演＞大牟田3.11集会 

12～17 第5回脱原発パネル展（佐賀・アバンセ） 

22 ◆行政第21回、全基第29回口頭弁論（佐賀地裁） 

   意見陳述：青野雄太、塩山正孝 

27日 ＜座談会＞佐賀 

４ 



4月 

8 九電交渉事前学習会 

15 九州電力本店交渉（乾式・リラッキング） 

   記者会見（佐賀県政記者室） 

19 玄海町から回答（乾式・リラッキング） 

25 九州電力佐賀支社要請（テロ施設猶予） 

5月 

7・9  

15 ＜講演＞アイ女性会議（大野城） 

20 『裁判ニュース第29号』発行 

27 <座談会＞「原発は知らされていないことばかり」（鳥栖） 

6月 

6 ＜講演＞JR九州ユニオン反原発集会（唐津） 

15 提訴9周年活動報告会（佐賀・アバンセ） 

   武村二三夫弁護士講演／避難者の齋藤直志さん報告 

 

 

【2019年6月～2020年7月】 

21 政府交渉（参議院会館）（使用済燃料） 

30 ＜講演＞佐賀県母親大会 

7月 

3 仮処分抗告審決定事前記者レク（福岡高裁） 

10 ◆玄海3・4号機仮処分抗告審不当決定 

12 ◆行政第22回､全基第30回口頭弁論（佐賀地裁） 

8月 

7 後藤政志さん学習会 

9 佐賀県知事へ緊急要請書提出（テロ施設事前了解） 

14 佐賀県知事へ要請・質問書提出（使用済MOX） 

28 仮処分不当決定批判チラシ配布開始 

9月 

1 ＜講演＞東区から玄海原発廃炉を考える会 

6 トリチウム調査同行 

10～15 第6回脱原発パネル展（佐賀・アバンセ） 

27 ◆行政第23回、全基第31回口頭弁論（佐賀地裁） 

10月 

1 ◆行政・全基裁判プレゼン①（佐賀地裁） 

4 佐賀県知事回答について記者会見（佐賀県政記者室） 

5 ＜講演＞さよなら原発久留米の会 

6 ＜講演＞核燃サイクル映画製作学習会（東京）で報告 

17 プレゼン＆九電交渉学習会 

21 九州電力本店交渉要請・質問書提出 

       （使用済み燃料、原発マネー） 

25 ◆行政・全基裁判プレゼン②（佐賀地裁） 

30 ＜座談会＞糸島 

11月 

2～4 脱原発パネル展＠唐津くんち 

4 ＜座談会＞鳥栖収穫祭 

5 ＜座談会＞佐賀市 

15 ＜講演＞鳥栖退高連学習会 

16 ＜講演＞玄海原発反対からつ事務所第3回総会 

20 『裁判ニュース30号』発行 

29 唐津市長要請（安定ヨウ素剤事前配布） 

   ＜講演＞アイ女性会議（福岡） 

30 避難訓練見学・監視行動（佐賀・福岡各地） 

12月 

2 第10回“反プルサーマルの日“行動 

   玄海町長要請・ポスティング 

13 ◆行政第24回、全基第32回口頭弁論（佐賀地裁） 

17 ＜座談会＞グリーンコープ生協筑後支部 

22 ＜講演＞東区廃炉を考える会 

25 唐津市長から回答・交渉（安定ヨウ素剤） 

2020年1月 

21 グリーンコープ佐賀学習会でアピール 

22 ＜座談会＞糸島市・デモクラシー塾 

25 ＜座談会＞大分・中津市 

27 玄海町長緊急要請（100万円受領問題） 

2月 

18 ＜座談会＞佐賀市・島内医院 

21 ◆行政第25回、全基第33回口頭弁論（佐賀地裁） 

    学習会（講師：小山英之さん／戸田清さん） 

26 九電佐賀支社から回答・交渉（使用済み燃料） 

3月 

11 3.11スタンディングアピール 

11～15 第７回脱原発パネル展＠佐賀・アバンセ 

28 『裁判ニュース第31号』発行 

4月 

30 九州電力本店緊急署名提出（コロナ問題） 

7月 

5 『裁判ニュース第32号』発行 

5 冠木克彦弁護団長 裁判争点説明会（福岡） 

18 

25 提訴10周年年次活動報告会（佐賀・アバンセ） 

   冠木克彦弁護団長講演 

   「原発は憲法違反だと思いませんか？」 

 

【2020年7月～2021年6月】 

8月 

11 ＜座談会＞佐賀県内の女性議員 

18 結審前記者レク（佐賀県庁記者会見室） 

2019年12月31日、中国・武漢で「原因不明の」

肺炎の集団感染が確認されたとＷＨＯに報告 

2020年1月16日、国内で新型コロナ感染者が

初めて確認 

4月7日、全国にコロナ緊急事態宣言 

５ 



28 ◆佐賀地裁結審（行政第26回弁論、全基第34回） 

9月 

11～17 脱原発パネル展＠アバンセ 

30 佐賀市役所へ放射能マップ贈呈 

    唐津、福岡など各地でも 

10月 

6 九州電力本店交渉（要請・質問、使用済燃料） 

12 佐賀県知事要請（コロナ・屋内退避） 

21 佐賀県知事要請（不明航空機問題） 

23 唐津市長要請（コロナ・屋内退避） 

28 伊万里市役所へ放射能マップ贈呈 

29 鳥栖市･上峰町･みやき町へ放射能マップ贈呈 

11月 

7 原子力防災・避難訓練見学監視行動 

12 佐賀市立図書館に裁判ニュース・資料を寄贈 

15 玄海原発反対からつ事務所総会出席 

26 ＜座談会＞佐賀県内女性議員有志と面談 

29 今を生きる会総会出席 

12月 

1 政府交渉（原発避難）オンライン参加 

2 第11回“反プルサーマルの日”（玄海町長要請・ポス

ティング） 

4 大飯原発行政訴訟判決を受けて記者会見 

6 裁判争点学習会（講師：小山英之氏） 

11 知事回答について記者会見 

22 政府交渉（大飯判決）オンライン参加 

23 佐賀県知事要請（基準地震動見直し） 

2021年1月中旬～3月25日まで 

 判決へ向けて原告意思確認・委任状集約作業 

1月 

26 『裁判ニュース第33号』発行 

2月 

7 裁判争点学習会（講師：小山英之氏） 

26～28 「脱原発パネル展」＠春日市 協力 

3月 

11 原発ゼロ3.11福岡集会／佐賀県知事要請 

12 ◆行政訴訟・全基差止 佐賀地裁不当判決 

25 ◆控訴 

5月 

21 『裁判ニュース第34号』発行 

6月 

5 提訴11周年年次活動報告会（オンライン） 

   お話：大石光伸さん（東海第２原発原告団共同代表） 

       谷次郎弁護士 

 

【2021年6月～2022年5月】 

6月 

10 「エネルギー基本計画」県庁前行動 

19 九電交渉事前学習会 

26 九電交渉事前学習会 

7月 

12 九州電力本店交渉 

16 ◆控訴理由書提出 

8月 

4 佐賀県原子力環境安全連絡協議会傍聴＆宣伝 

5 ◆福岡高裁控訴審進行協議 

9月 

避難計画調査（唐津市役所、佐賀県庁等） 

10月 

16 『裁判ニュース第35号』発行 

25 福岡高裁控訴審記者レク 

11月 

10 ◆福岡高裁控訴審第1回口頭弁論 

17～24日 脱原発パネル展（佐賀市立図書館） 

12月 

2 “反プルサーマルの日”玄海町長要請＆ポスティング 

16 玄海3号ヨウ素漏れ質問＆12.2要請 

    佐賀県知事・九州電力佐賀支店 

20 避難計画・政府交渉（オンライン参加） 

2022年1月 

13 九州電力本店交渉 

16 『裁判ニュース第36号』発行 

29 ＜座談会＞佐嘉賢女の会 

2月 

9 ◆福岡高裁控訴審第2回口頭弁論 

13 佐賀県内女性議員・避難勉強会 

14 脱原発佐賀ネット・佐賀県知事面談要請 

15 佐賀県知事要請（避難計画・訓練） 

16 再稼働阻止全国ネットワークzoom交流会参加 

26 玄海原発避難訓練監視行動 

3月 

6 福岡・国際女性デー行動参加 

11 原発ゼロ！福岡集会・デモ・九電申入 

  唐津スタンティングアピール 

17～21 脱原発パネル展（佐賀市立図書館） 

24 ＜座談会＞佐嘉賢女の会 

29 福島原発汚染水・政府交渉（オンライン参加） 

30 乾式施設知事同意抗議会見（佐賀ネット） 

4月 

20 ◆福岡高裁控訴審第3回口頭弁論 

5月 

5 『裁判ニュース第37号』発行 

14 提訴11周年年次活動報告会（アバンセ/オンライン） 

   「玄海原発避難計画の検証」講演会 

    講師：上岡直見さん（環境経済研究所代表） 

６ 



【2022年5月～2023年6月】 

2022年5月 

19 ＜座談会＞福岡・アイ女性会議 

22 粕屋ラブ＆ピース出展 

30 九電佐賀支店回答・交渉 

6月 

3 ＜講演＞JRユニオン総会 

20 佐賀県知事要請（玄海の避難問題を考える連絡会） 

  自治体アンケート結果記者会見 

21 福岡県知事要請（避難連絡会） 

７月 

20 ◆福岡高裁控訴審口頭弁論（全基・行政 第4回） 

８月 

3 玄海の避難問題を考える連絡会 第１回会合 

17 長崎県知事要請（避難所問題） 

28 ＜講演＞「東区から玄海原発の廃炉を考える会」総会 

１０月 

13 『裁判ニュース第38号』発行 

21 「南アルプス子どもの村中学校」修学旅行案内・講演 

22 長崎大学ゼミ・玄海フィールドワーク案内・講演 

29 佐賀県原子力防災避難訓練監視行動 

１１月 

9 ◆福岡高裁控訴審口頭弁論（全基第5回） 

30 佐賀県知事候補へ公開質問（脱原発ネットワーク） 

１２月 

2 反プルサーマルの日 玄海町長要請・ポスティング 

25 反プルサーマルの日 佐賀県知事要請 

２023年 

２月 

1 佐賀県原子力環境安全連絡協議会傍聴 

8 ◆福岡高裁控訴審口頭弁論（行政第5回・全基第6回） 

18 『裁判ニュース第39号』発行 

３月 

11 原発ゼロ！3.11福岡集会・デモ 

   街頭スタンディング（唐津、佐賀） 

19 命と暮らしと尊厳を守る福岡県総がかり行動・天神街宣 

23～29 第11回脱原発パネル展＠佐賀市立図書館 

４月 

13 避難先自治体へアンケート開始（避難連絡会） 

20 避難ルート実地検証①唐津鬼塚・野田地区→佐賀市 

26 避難ルート実地検証②唐津厳木地区→佐賀市 

５月 

25 避難先アンケート結果記者会見 

30 GX束ね法案について大串衆議院議員事務所訪問 

31 ◆福岡高裁控訴審口頭弁論（行政第6回・全基第7回） 

６月 

17 提訴13周年年次活動報告会（アバンセ/オンライン） 

   冠木克彦弁護団長講演会 

 

７ 

福岡高裁控訴審 

口頭弁論 

2023/10/4（水） 
 

13:00 集合 

13:15 門前集会 

14:30 行政訴訟 第7回口頭弁論 

15:00 全基差止 第８回口頭弁論 

15:30 記者会見・報告集会 
        会場：福岡県弁護士会館 

※次々回以降 2024/1/17（水） 時間同上 

               4/24（水） 時間同上  

傍聴お願いします！ 
抽選がある場合有り 

第12回脱原発パネル展 

10/24（火）～31（火） 

 佐賀市立図書館2階ギャラリー 
 

“12.2 反プルサーマルの日” 

12/2（土） 

玄海町長要請 

チラシ・ポスティング 

今後の活動予定 

毎月第一土曜日に定例「そいぎミーティン

グ」を行っています。ぜひご参加ください ！ 



玄海原発控訴審（行政訴訟・全基差止） 争点紹介 

2021年3月12日、国と九州電力を相手に玄海原発３・４号機運転差止を求めた裁判で佐賀

地裁から不当判決をうけ、現在福岡高裁で控訴審を闘っています。主な争点を紹介します。 

●争点１ 地震動過小評価 
 地震は平均値で起きない｡ばらつきを考慮せよ 

 建築基準法では一般住宅で1500ガル程度の耐

震性が必要とされているが、玄海原発の耐震最

大想定は620ガルしかない。 

 現行の基準地震動を導き出す関係式入倉・三

宅式は、世界の地震の平均値を適用したもの

で、地震規模の推定が過小評価になる場合があ

る。控訴人は日本の地震データを適用の「武村

式」を使うと入倉・三宅式の４．７倍にもな

り、耐震安全性を保証するには武村式を使うべ

きだと主張。 

 国が定めた原発の「地震動審査ガイド」に

は、基準地震動を定める際に「経験式は平均値

としての地震規模を与えるものであることか

ら、経験式が有する（個々の地震データの）ば

らつきも考慮すべき」と規定されている。福島

原発事故を踏まえて取り入れられたルールであ

る。しかし、国・九電は別の概念「不確かさ」

と意図的に混同し、このルールを自ら破り、全

国の原発で「ばらつき」について何ら検討せ

ず、「安全」への上乗せをしなかった。 

 想定を上回る規模の地震が原発を襲えば、原

子炉や配管が地震に耐えられず損傷し、放射性

物質を大量に放出するような深刻な事故となる

のは必至だ。 

 2020年12月、大阪地裁は「関西電力大飯原発

の基準地震動は過小評価」だとして、設置許可

を取り消す判決を出した。玄海原発も同じく違

法だ。 

 

●争点２ 重大事故対策の不備 
 フクシマで炉心溶融したことへの教訓なし 

 重大事故時に、原子炉容器内に水を注ぐのを

あきらめて炉心は溶けるに任せ、格納容器下部

へ壁伝いと既設管で給水するだけというのが九

電の方針。コンクリート壁のひび割れは想定せ

ず、水蒸気爆発や水素爆発は起こらないという

安全神話だ。 

 放射性物質拡散抑制対策は「放水砲」と「シ

ルトフェンス」だけ。福島第一原発では溶融炉

心を冷やすために「汚染水」が発生し、処理方

策も決まらないまま現在も増え続けている。し

かし、玄海原発には汚染水の流出対策設備がな

い。 

●争点３ 火山巨大噴火の可能性 

   "社会通念"で法を無視するな 

 過去に阿蘇カルデラが破局的噴火を起こした

時、火砕流は160キロまで到達した。120キロ離

れた玄海の近くにも火砕流跡がある。「巨大噴

火の予測は困難」が火山学の常識。国の「火山

ガイド」に則れば、「阿蘇巨大噴火の可能性が

ない」とは言えないことから、そもそも原発を

建てること自体が誤り＝「立地不適」だ。火山

灰が降ってきた時に機能を維持できず、全電源

喪失の可能性もある。核燃料等を安全に搬出で

きる方法も具体的に示されていない。 

 佐賀地裁は「巨大噴火によるリスクは社会通

念上容認される」と結論づけたが、法を無視し

て主観的な「社会通念」を判断基準にするなど

あってはならないし、そのような通念などない。 

 

●争点４ 配管検査体制の不備 
  検査は10年で１／４だけ（全基のみ） 

 2007年、玄海2号機の余剰抽出系配管（放射

能を含む一次冷却水が流れる）でひび割れ事故

が発生。ひび割れの深さ8.1mm、あと1.5mmで貫

通するところだった。しかし、内部もわかる超

音波探傷試験の定期的検査は今なお一部の配管

だけで、10年で25％しか点検していない。点検

をすべて終える頃には原子炉はすでに寿命だ。

配管損傷から炉心溶融に至る危険性もある。 

 過去に美浜原発では配管損傷による死亡事故

が発生した。2018年、玄海3号機は再稼働準備

中に配管の蒸気漏れ事故を起こした。 

 

●争点５ 避難計画 

 原発事故はいつ起きるか分からない。地震な

ど自然災害と複合的に発生したり、感染症下で

起こることもある。放射性物質から住民の命を

守るために、万全な避難計画が絶対必要だ。九

電や国、県は「避難計画はできている」という

が、最悪の想定をせず、基準が甘く、詳細が住

民や自治体に知らされていないなど、実効性の

あるものとなっていないことを、控訴人は現地

調査・アンケートを通じて明らかにしてきた。 

 21年3月、水戸地裁は避難計画の不備を理由

に東海第２原発の運転差止判決を出した。玄海

原発も同様に差し止めるべきだ。 

８ 



９ 

玄海原発プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会 

2022年決算報告書 

（2022年1月1日～2022年12月31日） 



佐賀新聞2023年6月6日掲載


